





                          









































































対象は 2010年 4月に APUに入学した日本語初級学習者 15名（韓国 7名・ベトナム 4名・中国 2名・タイ 1名・アメ
リカ 1名）で（以下 S1～S15 と示す）、来日前に 3～5ヵ月程度の学習経験がある。 

















週目後半）～6月 6日（第８週目の休み）の全 6回である。 
ログに記録する内容は次の 3点である。 
( 1 ) 教室以外で日本語に接触したこと 
( 2 ) その経験を通じて感じたこと 
( 3 ) その経験から見つけた自分の課題について 
( 2 ) ( 3 )に関しては、ログの記録を通じて学習者の内省を促すこと、教師が学習者の直面する課題などを把握すると
いう目的があるが、本稿では( 1 )の記録に注目して分析を行った。 
調査開始時、学習者に本活動の目的を次のように説明した。 
( a ) ログの記入を通じて、普段の日本語使用状況を意識する 
( b ) 過去の経験と比較し、できるようになったことやしたことがないことを意識する 





表１を見ると、学習者 S7はクラブの先生にメールを送ったこと、その行動に対する感想（「Not too bad」）、それに関
する課題（「Writing email also needs some form. Gotta learn it! 」）を記録していることが分かる。 
 
表 1  学習者 S7のログ 
5.17 Wrting email to ○○ club 先生 to notifymy absence. Not too bad.
Writing email also needs
some form. Gotta learn it!
日付 ログ 感想 今回の経験から、必要だと思ったスキルや学習
 
 






I couldn't hear anything
the postman talked, so I
guessed and it was still
fine.
My listening skill is still
bad
日付 ログ 感想 今回の経験から、必要だと思ったスキルや学習
 
3.2.2フォローアップ・インタビュー  












( 1 )日本人の友人と話すときの英語と日本語使用の割合とその変化 
( 2 )日本人と 1対 1で日本語を話す場合と日本人グループの中に一人で入る場合では、理解や会話への参加にどのよ 
うな違いがあるか 
( 3 ) リソースの中で、自分の日本語に一番役に立ったのはどれだと思うか 







学習者 S7のリソース分類の１部を表 3に示した。本調査では、ネウストプニー(1995 p.240)が示すように、初級学習
者の接触場面を具体的な場所で捉えることも必要だと考え、「人的リソース」「物的リソース」「社会的リソース」に加え
「場所」の項目を追加した。 




表 3 学習者 S7     リソース分類表 
No. 週 場所 人的リソース 物的リソース 社会的リソース
1 3 大学の生協 店員
2 3 レストラン 店員
3 3 友人 e-mail
4 3 友人 e-mail
5 3 寮 寮のフロアメンバー 寮のフロアミーティング
6 3 サークル サークルのメンバー サークル
7 4 登校時 クラスメイト
8 4 サークル サークルの先輩 サークル
9 4 寮 フロアメイト 寮のフロアミーティング
10 5 サークル サークルメンバー サークル
11 6 サークルの先生 e-mail サークル
12 6 日本人の友人
13 6 町、美容院 美容院の店員
14 6 漢字の勉強の本  











表 4 人的リソースの分類 
 
表４を見ると、学習者は友人や大学の教職員など学内の人との接触が多いことが分かる。これは、キャンパス内での 2














































































































































































表 7 学習者 S12のログ分類 
No 週 場所 人的リソース 物的リソース 社会的リソース
1 3 サークル 日本人学生 サークル
2 3 サークルであった友人e-mail
3 3 寮 ルームメート
4 3 楽器店 店員
5 3 レストラン 店員
6 3 日本人の友人
7 3 寮 日本人学生 イベントミーティング　
8 3 日本人の友人
9 4 寮 日本人の友人 イベントミーティング
10 4 日本人の友人 電話
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